
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

 

 

 

 

 

区長会総会要請行動 

速やかに具体的な方策を示すよう求める 
 

特別区人事委員会勧告が出されて以降、

本部・地連・（総）支部がそれぞれの立場で

しっかりと取り組みを行い、我われの闘う

姿勢を示し、組合員の切実な声をぶつけて

きました。本日 11月 15日（金）、わが組合

は区長会総会に合わせて迫力ある座り込み

行動を展開するとともに、区長会に対して

要請行動を行いました。 

 

要請内容は①賃金改定②業務職給料表の賃

金水準及び人事制度の改善③再任用職員の処

遇改善、以上の３点について、わが組合があ

らゆる場面で繰り返し主張してきたことを、

改めて区長会総会の場において各区長に直接

要請しました。区長会会長の発言には、わが

組合の要求に対する踏み込んだ回答は一切な

く、「慎重に検討してまいりたい」という回答

に終始する形となりました。 

 

迫力ある座り込み行動を背景にした我わ

れの怒りの要請は、直接各区長に伝わったの

ではないかと思います。区長会が山場と設定

してきている日まで残りわずかとなってい

ますが、最後の最後まで我われの要求を訴え

続けましょう！ 

 
せいそう

労働者 
労働者  
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私どもは、引き続き、地球規模の環境問題に足下から取り組み、区

民はもちろんのこと、将来を担う全ての子どもたちのために、より良

い環境をつくり、良質な公共サービスとしての清掃事業を確立すべく、

奮闘する決意です。 

以上を踏まえ、今賃金確定交渉における課題について訴えさせてい

ただきます。 

 

はじめに、賃金改定についてです。 

人事委員会は、月例給について公民較差１１,０２９円（２.８９％）

を解消するため、初任給及び若年層に重点を置きつつも、給料表の全

級全号給で引上げとし、一時金については０.２月引き上げ、期末手当

及び勤勉手当に均等に割り振るとしました。しかし、人事院の引上げ

勧告と同程度の内容であり、国よりも低い特別区職員の賃金水準の回

復には至らず、物価上昇にすら追いつかない低水準の引上げ勧告であ

ると言わざるを得ません。 

さらに、業務職給料表の水準に大きく関わる行政職給料表（一）に

おいて、平均改定率が３％であるにもかかわらず、中高年齢層職員が

多く存在する１級と２級の中位号給以上では、昨年同様のわずか０.

３％、千円程度の低率・低額の改定にとどまっていることは、大きな

問題です。 

人材獲得競争が激化する中、初任給をはじめとした若年層の賃金水

準の改善を行うことは、私どもも否定するものではありませんが、一

方で、物価高騰の影響は、全ての職員が受けており、若年層に偏った

賃金改定は、到底、理解も納得もできません。 

また、本年の勧告は、「生計費原則」や「均衡の原則」に反する内容

であるとともに、「情勢適応の原則」、すなわち、国を挙げた「賃上げ」



の機運の高まりを見せる社会情勢にもそぐわない内容であります。 

私どもは、区長会が独自に給与原資を確保し、物価高騰に見合った

中高年齢層の大幅な賃上げを実現するとともに、昨年の最低改定額を

上回り、かつ、物価上昇分も加味した上で、速やかに業務職給料表を

提示し、協議することを強く求めます。 

次に、清掃職員に係る業務職給料表の賃金水準及び人事制度の改善

についてです。 

質の高い持続可能な公共サービスとしての清掃事業を提供していく

ためには、新規採用や若年層はもちろんのこと、中高年齢層や再任用

を含んだ、全ての清掃職員の処遇改善を図ることが必要不可欠です。 

とりわけ、清掃職場においても人材確保が課題となる中、中高年齢

層の賃金水準や任用制度については、若年層にとっても、その後の公

務員人生を左右する大きな指標となることから、豊富なスキルを要す

る中高年齢層職員の士気の向上につながる賃金水準こそ、速やかに確

保する必要があります。 

また、採用から定年まで安心して働き続けられる人事制度の構築は、

採用市場での競争力向上だけでなく、離職者の防止や人材確保、更に

は清掃職場における事業の継続性・安定性の確保につながります。 

私どもは、より良質な清掃事業を提供していくためには、収集作業

や自動車運転を始めとした、自動車整備や設備管理等の清掃業務に係

る既存の職種を統合し、「清掃の総合職」としての新たな職種を設定す

る必要があると考えています。 

さらに、新職種に適用させる「新たな給料表」を構築することに加

え、技能主任職昇任選考の見直しや、担当技能長職昇任のための新た

な選考を構築し、複線型の任用体系とするなど、人事制度と賃金水準

を一体のものとして、抜本的な改善を行うことを求めます。 



この課題は、直ちに検討を始め、早期に解決を図らなければ、職員

の採用どころか、優れた技術・技能を持った職員が定着せず、特別区

の清掃事業の継続は危機的な状況に陥り、結果として、区民サービス

に大きな影響をきたすことになります。 

皆さん方には、制度間の均衡の観点からも、行政系人事制度のみな

らず、清掃職員に係る人事・給与制度の抜本的な改善について、早期

に結論が得られるよう、具体的な検討及び協議を強く求めます。 

また、本人希望に基づき任命権者が実施する転職選考制度の改善は、

身体的な不安を抱える清掃職員が安心して働き続けられるために、必

要不可欠です。必ずや、今賃金確定交渉において、各昇任選考に係る

特例の延長を含め、私どもの要求に応えた結論を見出すよう、強く求

めます。 

次に、再任用職員の処遇改善についてです。 

同じ高齢期職員である定年前再任用短時間勤務職員等と６０歳超の

常勤職員を比較した場合、それまで培ってきた能力や経験を活用した

業務遂行を求められる点は変わらないにもかかわらず、一時金の支給

割合が異なることは、著しい不均衡であります。 

また、会計年度任用職員と比較しても、任期を定めて任用されてい

る点は変わらないにもかかわらず、支給割合は異なっており、今年度

から、年間の支給月数は逆転しています。 

一方で、東京の多摩地域を含め、他の自治体においては、再任用職

員の一時金の支給月数を、常勤職員と同等とする動きも出てきていま

す。また、その改善に係る判断根拠・理由として、「人材確保」が挙げ

られており、特別区においても、長年培ってきた技術・技能を後輩に

継承する再任用職員の人材確保は、非常に重要であります。 

区長会として、再任用職員に係る一時金の改善が早期に図られるよ



う、自主性・主体性を持った検討を強く求めるとともに、再任用職員

に対する生活関連手当の支給を拡大するよう、強く求めます。 

要請の時間が限られ、その他の課題について説明することは、かな

いませんが、詳細については、専門委員会交渉等で私どもの考えを伝

えておりますので、是非、お聞きいただきたいと思います。 

速やかに、課題解決への具体的な方策を示していただくよう求めま

す。私からは以上です。 



 

  

令和６年１１月１５日 

 

清掃労組の区長会要請に対する会長発言 

 

ただいま、皆さんから、要請をいただきました。この内容は、直ちに、交渉

委員に伝えます。 

 

１０月２２日にいただいた皆さんの要求については、現在、統一交渉の場で

精力的に協議しているところでありますが、私から、本年の主な交渉課題の検

討状況について、申し上げます。 

 

はじめに、給与改定について申し上げます。 

３２年ぶりとなる１万円を超える公民較差の解消や全国で最も高い状況が続

く特別給の年間支給月数、さらには、皆さんから様々な要求をいただいており

ます、扶養手当の見直しなど、本年の人事委員会勧告の取扱いについては、勧

告制度の趣旨や人事委員会からの勧告実施の要請を踏まえて判断する必要があ

ると認識しております。加えて、特別区の置かれた厳しい諸状況を始め、国や

他団体、民間の動向、そして、職員の適正な給与・勤務条件の確保といった観

点も十分に勘案して、区民の皆様の理解と納得が得られるよう、区政全般の観

点から、慎重に検討してまいりたいと考えております。 

  

次に、業務職給料表については、昨年度の交渉結果はもとより、本年の人事

委員会勧告の内容やその取扱い、国の動向等を踏まえ、慎重に検討してまいり

たいと考えております。 

 

次に、技能・業務系人事制度において、皆さんから強い要求をいただいてお

ります、本人希望に基づき任命権者が実施する転職選考に係る年齢要件等の見

直しや、各昇任選考に係る特例の延長については、慎重に検討してまいりたい

と考えております。 

 

 最後になりますが、区政の最前線で奮闘いただいております職員の皆さんに、

特別区長会として、御礼申し上げます。私どもは、今後も皆さんと誠意をもっ

て、精力的に協議を進めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

 

私からは以上です。 
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